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第2章 エ ゾ ア ワ ビ の 産 卵 特 性
エ ゾ ア ワ ビそ の他 各 種 原 始 腹 足 類 の初 期 発 生 を観 察 し浮 遊 幼 生 の種 査 定 を検 討
した 結 果 、迅 速 か つ正 確 に識 別 す る指 針 と して 幼 生原 殻 の輪 郭 、彫 刻 模 様 、 軟 体
部 色 調 に着 目す る の が最 も実 用 的 で あ っ た(表1)。
1983年以降15年間 にわ た りエ ゾ ア ワ ビ浮 遊幼 生 の最 多 出現 日 とそ の 密 度 、表 層
水 温 、成 熟 有効 積 算 水 温 な ど を観 測 した(表2)。 各年 の最 多 出 現 時 にお け るエ
ゾ ア ワ ビ幼 生 数(y)と 成 熟 有効 積 算 水 温値(x)と の 関係 は 図1の とお りy=
1。138eo・oo1・で 示 され た が 、 両 者 間 に有 意 な 相 関 関 係 は 認 め られ な か っ た(n=15
、r2=0.10、p>0.05)。エ ゾ ア ワ ビ幼 生 の 出 現 特性 と して 日別 最 大 有 義 波 高 記
録 をみ る とそ の大 量産 卵 は台 風 な どで 引 き起 こされ る波 高4m以 上 、 そ の 前後 に見
られ る小 規 模 産 卵 は波 高2m～4mに 対 応 して いた(図2)。 エ ゾ ア ワ ビ幼 生 の 出現
時 期 に 同調 す る指 標 種 は 恥gロ1aspp.、ム ラサ キ イ ン コ ガイ 、5舶 ηgγ10cθ痴o'〃5SPP・
で あ っ た 。9月 にお ける エ ゾ ア ワ ビそ の他 各 種 浮 遊 幼 生 の 出現 数(y)と 有 義 波
高(x)と の 関 係 は エ ゾ ア ワ ビ:y=・e-17・26x2・98(r2=0・62、P<0・001)・





条件下 においてエゾアワビは台風など低気圧の通過 にともなう海水環境の撹搾 に
より産卵 を開始する。産卵規模は台風などの大きさや回数 に規定され、それ らは
海域全体 に共通す る産卵刺激として大きな意義を持つと考え られる。




く、産卵後の数 日間は同一の移動分散を示す ことか ら指標種として有効であっ
た。大量産卵時におけるエゾアワビ、鞠 ロ1∂spp.浮遊幼生分布の経 日変化は産卵











第4章 エゾア ワビ着 底稚仔 の分布 動態
エゾアワビ着底稚仔の湾単位の水平分布は中央域よ り側面域そ して湾奥部よ り
外延域に多 く、着底直後稚仔の分布位置は浮遊幼生の輸送頻度の反映 と考えられ
た(図9)。 着底稚仔の鉛直分布は場の立地(海 底勾配や波浪条件等)で 異なる
が、その着底フロン トは各地先のアラメ等大型海藻群落の縁辺下限域すなわちア
ラメ群落～無節サ ンゴモ域への移行水深帯に形成されることでは外海、湾 口、湾
内では共通 した(図10,11,12)。よって、着底変態期 に達 した浮遊幼生はアラメ
下限域 に対応す る水深帯を着底フロン トとして選択的に着底すると考え られる。
天然海底 における無節サンゴモ玉石上のエゾアワビ着底稚仔の 日間減耗率は9～
14%の範囲にあり、玉石表面積1㎡ あた り分布量はy=253e-o・124x(y:生残













第5章 エ ゾアワ ビ稚 貝、若齢貝 の分布 動態
0～1歳 貝の高密度分布域の特性を水深 との関係でみると波浪度合の高い外海
域では水深5～6m、 波浪度合のやや低い湾 口域では水深3～4m、 波浪度合の
低い湾内域では水深1～2mと 外海か ら湾内ぺ向かい水深は浅 くなっている。こ
れ ら稚貝場は着底直後稚仔の分布域よ りやや岸側に位置するものの基本的には同
じ水深帯 に認められ、その植生区は外海、湾 口、湾内ともに共通 してアラメ群落
の下限域 に相 当する水深帯にあった。各植生区における0～1歳 貝の出現比率は
浅所アラメ区:6%、 アラメ下限区:49%、無節石灰藻区:25%であった(図15
)。 そして、浅所アラメ区 とアラメ下限区における各年齢別の分布比は1歳 後半
か ら2歳 前半にかけて転換することか ら、その時点でエゾアワビ稚貝は着底域で
あるアラメ下限区か ら岸方向の浅所アラメ区へと移動す ると考え られる(図16




第6章 工 ゾ ア ワ ビ漁 業 資 源 、 産 卵 母 貝 の 動 態
エ ゾ ア ワ ビ漁 獲 量 の 経 年 変化 か ら再 生 産 関係 を み る と資 源 水 準 の 高 か った1970
年 代 とそ の後 低 下 した1980代にか けて 直 線 的 な減 少傾 向 が 認 め られ た(図18)・
エ ゾ ア ワ ビの資 源 特 性 値 と して1成 長 式Wt=360(1-e-o・29(t-o・31))3、全減 少
係数Z=0.86、自然 死 亡 係 数M=0.16、加 入 年 齢tr=3、 成 熟 年 齢tm=4・ 漁 獲
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台風 工ゾアワビ7bgμ 加OPP、 水退 戒熱積算 隅査











































































































































































1990年ん1997年に おけ るエ ゾア ワ ビ(圏:〃8〃0〃5{ガ50ひ5んa/7ηa')、7「θ9μ'aSPP「(●)
ム ラサ キ イ ン:コカ イ(▲.:.5ρ〃'θrγ'rgθfμ5)、5"oηgy'oσθη〃 fμ5spp、(×)浮遊幼 生
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9月 に おけ る エ ゾ ア ワ ビ(■=仔a〃of'5酬50〃6.わaηη8ノ),7θg〃'8spp.
(●)、 ム ラサ キ イ ン コガ イ(▲ ゴ5θρf"θκ γ"g甜μ5)、Sfroηgγ'oσθ〃'rofα58pp.
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図6 エガ ワ躍 遊雛 の嚇 闘 時におけろ平均餉 朗 の顧 靴
(蜘`颯の吹髄 る方階 示す.,■加 気繊 撒 徽 り作脚
図7
エゾアヴピ● 可 ●5● 四く














醐 闘越 昭1詳γ 軍"細 ・
＼?o;?1?illlI
絹1}..ll・{



























































































H・ ●1●5●1。<兀3。 βf',●10 ●50●100<
図8 志津 川 湾大 浜 地先 の 岸 、1.5km、3km各定 点 におけ る各水 深層1㎡ あた りの各 種浮遊 幼 生 の鉛直努 布







































































































灘 別掃 齢 り分槻(^, .アヲメ区IB・アヲメ下駆 ・c・鱗 サン喉 区》










































































































































































































図22 南三 陸沿岸 の磯 根 漁場 にお ける エ ゾアワ ビの加 入過 程 と植相 区分
(A:AlgaiZone,B:BoundaryZone,C:CoraliineZone)
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東成分の向岸的風向が多 くなるため,広 範囲に分散 した幼生の接岸に有利であること,産卵初期,晩 期
の小型低気圧通過にともなう産卵では幼生は離岸距離100m～200m範囲内で高密度の局所的な分布を示
すこと,幼生の鉛直分布は沖合域では表層～15m層に幅広 く,岸近 くではその海底近 くとなる水深3m
～6m付近に高密度群が形成されることなど,天然条件下における具体的なエゾアワビ浮遊幼生の分布
動態を究明した(第3章)。

















上での基本的措置であ り,保護区設定 と漁獲サイズの拡大が必要であると結論 された。
以上のように,本研究ではエゾアワビの再生産過程における産卵開始要因,浮遊幼生の分散型と着底
域,着 底稚仔の発育時におけるアラメ下限域の意義,初 期減耗の実態,産 卵母貝量の目標値などを明ら
かにし,本種の加入機構の 解明に対 し多 くの生態学的基礎知見を与えた。よって,審査員一同は本論文
の著者が博士(農学)の学位 を授与 されるに値するもの と判定 した。
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